
　　　　　　　

　　　　

 

令和６年１月30日
埼玉県警察本部交通総務課

年齢別の死者数は、高齢者が

５４.９％（前年６２.５％）と半数以上

年齢が高くなるほど交通事故による

死亡率は高くなっていきます。

令和５年中の埼玉県の交通事故死者数は１２２人（前年比＋１８人）で、

平成２９年以降減少していた死者数が６年ぶりに増加に転じました。

６５歳以上の高齢者でも死者数６７人（前年比＋２人）と増加しました。

人々の行動がコロナ禍前に戻ってきたことに要因があると思われます。
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※状態別高齢死者数※年齢別死者数

高齢者では歩行中が最多で半数以上

自転車乗用中の死者が5人増加

二輪車 ５人 ７.５％

（前年比＋５人）

※死亡率＝全事故死傷者に占める死亡者の割合 新型コロナが５類感染症に変わった

５月から、死亡事故は前年比増加の

傾向が続きました。

※令和４年と５年の月別交通事故死者数

大切な命を亡くさないように、

若い人以上に高齢者の方は

交通事故に注意が必要です！
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７０歳代から大きく上昇し、

８０歳代で死亡率は約４％！

交通事故に遭った約２５人に

1人は亡くなっています。

※交通事故年代別死亡率（過去５年合計値から）
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